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日本におけるレジリエンス心理教育の展開 
―小学生，中高校生，大学生へのそれぞれの取り組みから― 

 企画・話題提供：鈴木水季（郁文館夢学園） 話題提供：上島 博＃（子どものレジリエンス研究会） 

 話題提供：小林美佐子（早稲田大学） 指定討論：平野真理（東京家政大学） 
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企 画 趣 旨 

 子どもから大人まで，いじめや不登校，抑うつ

や不安など様々な心理的課題を抱える現代社会に

おいては，心身の健全な育成や維持のために，治

療的観点からだけなく予防的観点からの支援や介

入が求められている。このような背景から，逆境

や困難から立ち直る心理的な力（レジリエンス）を

育むことが，年齢を問わず，教育や心理支援にお

ける重要なテーマとして注目され始めている。す

でに海外においては，発達早期からレジリエンス

を育成する必要性が提唱され，様々な教育的プロ

グラムの効果が報告されているが，近年，日本に

おいても様々な年齢の対象者に対する予防的介入

としての「レジリエンス心理教育」が導入される

ようになってきた。 

 本シンポジウムでは，現在日本国内で行われて

いる「レジリエンス心理教育」の取り組みについ

て，小学生，高校生，大学生という異なる年代を

対象とした実践と研究を，それぞれの現場から報

告する。その上で，本邦におけるレジリエンス心

理教育実践の課題と展望について，フロアとのデ

ィスカッションも含めて議論を深めたい。 

小中学校の授業で使える教材の開発 

上島 博 

 2006年，主に小中学校の教員や養護教員で「子

どものレジリエンス研究会」を作り実践的研究を

始めた。当時，心理教育的アプローチとしては自

尊感情の向上のみがクローズアップされているこ

とに疑問を抱き，広く「心の力」を育成する必要

を感じたからである。 

 具体的には，すべての教員が同じように授業が

できるように，ワークシートの開発を主に行って

きた。我々は研究者ではないが，日ごろ子どもに

接している強みを生かして分かりやすい教材を作

るよう努めてきた。主に一斉授業で使うことを想

定しているので，「治療」や「支援」より「育成」

や「予防」がねらいとなる。また，指導者の力量

や子どもの特性も様々であるため，カウンセリン

グのように心に「深く」入っていく内容にはせず

に，比較的「安全」に取り組めるものにした。 

 2010年，オーストラリアのブリスベンで，レジ

リエンス育成プログラムであるフレンズとキッズ

マターの実践校や研究所への教育視察を実施した。

そこで学んだことを生かし，日本の学校で使いや

すい教材をさらに作成した。細々とではあるが，

回を重ねることで多くの教材が出来，現在発表し

ているだけで150を越えた（2009明治図書，2015明治図

書，2016合同出版等）。教材の選択肢が増えることに

よって，様々な実態や教育課題に応じた教材を選

びやすくなっている。 

 現段階では，実践記録の積み重ねやエビデンス

はまだまだ不足しているが，今後研究者の助けを

借りて，学校におけるレジリエンス教育の可能性

をさらに追求したい。 
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長期留学をする高校生に対する 

レジリエンス教育の３年間の実践と効果 

鈴木水季 

 話題提供者は，勤務する私立中高一貫校に於い

て，スクールカウンセラー（以下 SC）として中学生

及び高校生に対してレジリエンス心理教育の実践

を行っている。 

 高校２年生次に全員が長期海外留学をする当高

校では，留学に備えて生徒の対処力を高めたいと

いう教師のニーズがあり，SC の提案によりレジリ

エンス心理教育授業が導入された。今回実施した

プログラムは，英国で開発された「SPARK レジリ

エンスプログラム」（Boniwell & Ryan, 2009）を授業

回数，内容等においてローカライズしたものであ

る。「SPARK レジリエンスプログラム」は，ポジテ

ィブ心理学，レジリエンス研究，PTG（心的外傷後の

成長），認知行動療法の４つの実証研究に基づいて

おり，本実践ではレジリエンスについての知識を

学びながら，生徒それぞれがワークやロールプレ

イを通して体験的に自分自身のレジリエンスに向

き合い，向上させていくことをねらいとした６回

の授業から構成した。留学を控えた１年次に復習

を含めた７回の授業を実施した上で，帰国後と受

験期にそれぞれ１回ずつの復習授業を行った。こ

の３年間の実践の中で，研究者，教師との協働を

通して，生徒たちのレジリエンスに焦点をあてた

心理評定を実施し，縦断的な効果測定を行ってき

た。本発表では，「レジリエンスプログラム」の内

容及び３年間を通した生徒たちの心理評価得点の

変化からみたプログラムの効果，また卒業時の生

徒達に行ったインタビューから読み取れるプログ

ラムの実際的な効用や生徒たちのレジリエンスの

育ちの様相についても報告したい。 

大学生対象のレジリエンスプログラムの 

実践に関する報告 

小林美佐子 

 本発表では，大学院生や，大学アメリカンフッ

トボール部の学生，芸術専攻の学生を対象に実践

したレジリエンスプログラムについて話題提供を

行う。プログラムは「SPARK レジリエンスプログ

ラム」（Boniwell & Ryan, 2009）をもとに，感情状態

への気づき，マインドフルネス呼吸法，強みの再

確認，対処行動の習得といった内容を含み，大学

生にネガティブな状況や落ち込みから早く回復す

るためのスキル獲得を目指すものである。プログ

ラムの時間は，芸術専攻の学生へは授業の中に組

み込む形で，連続２コマで行った。アメリカンフ

ットボール部の学生へは授業終了後の部活の時間

に，２週に渡り１コマずつ実施した。大学生への

感情教育やメンタルヘルス対策が求められる中，

レジリエンスプログラムを行う時間を確保するこ

との困難さなど，レジリエンス教育の実践には課

題も多い。これまで複数の大学でレジリエンスプ

ログラムを実施した経緯とともに，現場での反応

と成果と課題を提示する。また話題提供者は大学

生の生活に関わる職場でさまざまな学生たちと関

わることも多いことから，現在の大学生を取り巻

く環境の現状についても報告する。そして就職活

動を経験した学生へのインタビュー調査の内容も

ふまえ，大学生のストレスや不安との関連ととも

に論じていきたい。 
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